


























用者が増え，貸出の内容が充実する。   
し  








きたことを反省する必要がある。   







われてこなかったためである。   
司書職制度のある図書館では，これらの図書館  
よりもはるかに優れたサービスを提供することが   





が，それだけでよいのだろうか。   


















れ以外にも必要なことがある。   
今，必要なことば，公立図書館の進むべき道を  
明らかにし，図書館長や職員を激励し，奮起を呼  




真に必要なサービスとは   
まず公立図書館として真に必要なサービスとは  







援，市民活動支凰 ビジネス支援）を積極的に展開し  
よう。そして，図書館の意義を広く利用者，住民，  
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できる。司書職制度のある図書館の司書はそのよ  








検討し提案すべきである。   
専門的サービスについては，担当職員に必要な  
知識と経験年数を明らかにし，できる限りそれに  
沿うよう・に職員を配置する必要がある。   












量に見合った非正規職員なのである。   













べきである。   
司書の力長の発揮を   
受託を希望する団体・企業の挑戦に応え，これ  
